
  

令和３年度 子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体文部科学大臣表彰 

１ 子供の読書優秀実践校 

 

 

学校名等 優れている活動内容等 

 勝山市成器西小学校 

 

住 所 勝山市昭和町1丁目 

６－８１ 

 校 長 西澤 順子 

 学級数 ８学級 

 児童数 １７５名 

 

（１）図書委員会による読書啓発活動 

・「読書集会」の企画・運営（読書に親しむ体験活動等） 

・「読書王」（多読者表彰）、「ＰＯＰコンテスト」等の実施 

・高学年から低学年への読み聞かせ 

・「読書アンケート」の実施と報告 

（２）家庭・地域・公共図書館との連携を図った取組 

 ・家庭での「ファミリー読書」の実施 

 ・地域の読み聞かせ団体（２団体）による読み聞かせ 

 ・公共図書館との連携 

  団体登録（１クラス月間５０冊の借り入れ） 

  司書による学校図書館へのサポート 

  公共図書館における読書イベントへの児童の参加 

（３）読書に親しむ環境作り 

 ・充実した学級文庫（約１５０冊）と個人の本袋の活用 

 ・校内掲示板における図書コーナーの充実 

 ・読書ファイルの作成（個人の読書記録） 

※過去の受賞歴なし 

 坂井市立春江東小学校  

 

住 所 坂井市春江町中筋 

２９－１ 
 
校 長 中屋 秀志 

学級数 １３学級 

生徒数 ３０９名 

 

（１）多様な交流形態による読書活動啓発のための取組 

・縦割りペアによる交流 「読み聞かせ」「読書郵便」 

・運動会の縦割りチームによる交流 

 チームで貸出冊数を競う「読書パズル」「読書玉入れ」 

・教員と児童の交流「お話レストラン」（教員による読み聞かせ） 

・家庭での交流「親子読書」 

（２）読書に親しむ環境作り 

 ・マルチメディアデイジー図書（音声と一緒に文字や画像が表示される

デジタル図書）の充実 

 ・読書補助具「リーディングトラッカー」を各教室に配備 

 ・各学年の必読書リスト「くすのきブックス」の作成 

（３）地域や公共図書館との連携を図った取組 

 ・地域の読み聞かせ団体による読み聞かせ 

 ・公共図書館の司書によるブックトーク会の実施 

 ・年３回、学習内容に応じて図書の入れ替え（１学年４０冊ずつ） 

※過去の受賞歴なし 



  

 

 

 

学校名等 優れている活動内容等 

福井県立坂井高等学校 

 

住 所 坂井市坂井町宮領 

５７－５ 

校 長 山口 明彦 

 学級数 ２４学級 

 生徒数 ７３８名 

 

 
（１）図書委員会による読書啓発活動 
・コース・教科ごとの希望図書の選定・購入 

・コースの特色に合わせた内容の「学級文庫」の設置 

・「図書館ニュース」の発行（年８回） 

・読書週間ポスターの制作 

・校内放送番組「心のオアシス」（週１回）の制作・配信 

・生徒会、放送部と一緒に「図書館利用に関する動画」を制作 

（２）学校全体で読書意欲を喚起する取組 
・朝読書（全学年、通年）の実施 

・図書委員会と図書部教員による図書レファレンス活動（通年） 

・司書によるブックトーク、読み聞かせの実施 

（３）公共図書館との連携 
・福井県立図書館や坂井市立図書館の司書によるブックトーク 

（４）生徒による学校図書館の環境づくり 
・植栽（農業コース） 

・新聞書見台やブックトラックの制作（機械コース） 

・回転書架の制作（自動車コース） 

・手指消毒スタンドの制作（電気コース） 

※過去の受賞歴なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

２ 子供の読書優秀実践図書館 

図書館名等 優れている活動内容等 

永平寺町立図書館 

上志比館 

 

住 所 吉田郡永平寺町石上 

２９－６７－１ 

 館 長 藤永 裕弘 

 職員数 ２名 

（うち司書１名）  

（１）子ども向け企画（令和元年度 実績 83回開催） 

・ボランティアと連携し、毎月読み聞かせ等を行う「おもしろ図書館」

を実施。 

・夏休みには、「世界の昔話」「こわい話」などテーマを設定した、図書

館員によるおはなし会を実施。 

・小学校教諭の協力を得て、「おもしろ実験教室」と題してサイエンス

ショーを実施。 

・シルバー人材センターと連携し、古代文字で名前を書いたり、古代文

字を学ぶゲームをしたりする「古代文字で遊ぼう！」を実施。 

・おすすめの本をテーマごとに隔月で特集している。 

（２）学校等での活動 
・幼児園を訪問して、全園児を対象に読み聞かせを年間８回程度実施。 

・小学校を訪問して、全学年にブックトークを年２回実施。 

・子育て支援センターに、月１～２回程度訪問し、赤ちゃんと保護者を 

対象にわらべうたやふれあい遊びを楽しむ会を実施。 

※過去の受賞歴なし 

 

３ 子供の読書優秀実践団体 

団体名等 優れている活動内容等 

大野おはなしの会 

 

住 所 大野市吉 

１２－３２－１ 

 代表者 乾 孝子 

 会員数 １３名 

 設 立 平成１９年 

 
（１）図書館と連携したおはなし会等の活動 
・大野市図書館を主な活動の場として、平成１９年から継続して、子ど

もたちにストーリーテリングで昔話などを語っている。 

・大野市図書館と協力し、定例のおはなし会、クリスマス会、大人対象

おはなし会を実施するほか、認定こども園、小学校、児童センターな

どでもおはなし会を開催している。（令和元年度実績３５回） 

・大野市図書館でのブックスタートにおいて、乳児とその保護者に絵本

の読み聞かせをしたり、絵本の大切さや絵本の取入れ方などを伝えた

りして、読書活動推進に貢献している。 

（２）大野の昔話の普及 
・大野の伝説や昔話を語ることが出来るよう再話し、大野の言葉で語る

など子どもたちのふるさと教育に貢献している。 

・大野市内の観光施設で、参加者のリクエストに応じて、大野の昔話を

語るイベントを開催した。 

※過去の受賞歴なし 

  

 

 

 


